
年 月 日デマンド監視装置

デマンド監視の使い方

１、デマンド監視装置の機器構成・・・ 

親機MDR-300P 子機MDT-300 

 デマンド監視装置は30分後の電力を予測し、目標値を超える場合は警報を出してお知らせする機器です。 

キュービクル側に設置する親機「MDR-300P」と事務所に設置する「MDT-300」で構成されます。 
 

２、必要な設定・・・ 

 設定は親機の方に入力します。子機は警報を出すだけのため細かい設定は必要ありません。 

モードボタン・・・設定切り替え  モードボタン長押し・・・設定入力、設定適用  ▲▼ボタン・・・設定値変更 

（２）ＣＴヒ・・・電力量計に記載されている「数字／数字[A]」を入力します。 

         誤差の原因になるため必ず正しい値を入力してください。 

設定項目（必要になる設定だけ抜粋） 

ボタンを操作して設

定を入力します 

（１）セッテイチ・・・2段階目の警報を鳴らす値 

（３）スキップタイム・・・警報が鳴らさない時間を設定出来ます。 

              特に意図がなければ変える必要はありません。 

（４）チュウイレベル・・・1段階目の警報を鳴らす値です。（セッテイチ×数字％） 

３、子機について・・・ 

 子機は液晶がタッチパネルになっていて過去４か月分のデータを

グラフで確認することが出来ます。また、アラーム音量や画面の明

るさもタッチパネルで設定しますが詳しい操作方法は別紙MDT-300

取扱説明書をご参照ください。 

尚、子機は過去４か月分のデータしか保存されないため、データを

蓄積する場合は親機のデータをPCに移して保存してください。 

電気料金の内の「基本料金」は１年間で一番電気を使った３０

分で計算されます。 

３０分毎の電気使用量を予測して目標値を越えそうになったら

警報を出すのがデマンド監視装置です。 

「警報停止」がリセットボタン、「画面表示」がバックライト点灯 
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子機MDT-300の使い方

１、子機MDT-300の使い方・・・ 

子機MDT-300 

 子機MDT-300はデマンド値が設定値を超えそうな時に警報を出力します。また、液晶はタッチパネルに

なっていて手操作により過去4か月分のデータを閲覧することが出来ます。 
 通常画面・・・30分後の予測値などが表示されています。 

画面下の「月報表示」「日報表示」「警報履歴」「設定変更」をタッチす

ると別画面を表示します。 

月報、日報画面・・・過去4か月分のデータを表示

出来ます。 

警報履歴画面 

設定画面・・・「設定変更」をタッチすると表示される

画面です。警報の音量や画面の明るさを変更しま

す。 

※警報の設定値など計測に関わる設定は親機

MDR-300Pで設定します。 

警報時の画面表示・・・デマンド値が設定値を超えそうに

なると「注意警報」「限界警報」の音声と画面表示でお知ら

せします。空調や照明をOFFにして使用電力を抑えてくだ

さい。 

「警報停止」ボタンを押すと警報が止まります。 

設定画面 注意、限界警報画面（音声orアラームも出力されます） 

設定画面へ 
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デマンド監視のデータ吸出し

ＵＳＢケーブル 

②「情報データ」を

クリックします 

①管理ツールをダブルク

リックして起動します。 

③「通信」の「情報データ

の読み出し」をクリックしま

す 

⑤データの読み出し

が始まります。（２～３

分かかります） 

④ＯＫを押せばデータの読み

出しが始まります。複数の現

場でデータの読み出しをする

場合はお客様番号を入力して

データを分けると分かりやすい

ツリー表示をクリックすると日報、

月報、年報を選択出来ます 

一覧もしくはグラフ表示に

切替ます。 

ＣＤの中の「FTDI」と「Setup」フォルダの

中にあるソフトをノートＰＣにインストー

ルしてください 

※FTDI・・・USBドライバー 

※Setup・・・管理ツール 

ＵＳＢケーブルでデマンド監視と

ノートＰＣを接続します 

（市販のＡ－Ｂコネクタケーブル） 

１、データの吸出しをする前に・・・ 

２、データの吸出し操作・・・ 

「ファイル」をクリックすると

データの保存やプリントア

ウトが出来ます 

３、操作方法・・・ 

デマンド値が表示されま

す 

USBコネクタは 

内部基板上にあるため 

蓋を外してください 

 データは親機MDR-300Pに１２０日分保存されます。データを長期的に蓄積する場合は１２０日に１回ノートPC

で吸い出して保存してください。 
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データ保存、読み込み、印刷

①「ファイル」の「保存」を

クリックします 

②保存先を指定して「保存」をクリックし

ます。特に指定しないと「保存した日

付.dmd」のファイルがデスクトップに保

存されます。 

１、データの保存・・・ 
 データは吸い出した後はＰＣにデータを保存してください。次回起動時は最後にデータ保存した時の状態が保

持され、次にデータを吸い出した時は自動的に新しい日にちとデータが追加されます。バックアップのため定期

的に保存してファイルもいくつかに分けるとベターです。 

 保存した.dmdのファイルを他のＰＣに移すと他でもデータが閲覧出来ます。「ファイル」の「開く」でデータを読

み出してください。 

２、データの読み込み・・・ 

保存されたデータのアイコン 

拡張子が「dmd」です 

①「ファイル」の「開く」をク

リックします 

②.dmdファイルを指定して「開

く」をクリックします。 

３、画面の印刷・・・ 

①「ファイル」の「印刷」を

クリックします 
②右画面の一覧、グラフ

が印刷されます。 
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デマンド監視の工事

全体図と必要な工事・・ 

 全体的なシステム図と工事内容は下図になります。 

・親機には電力量計の信号を供給させる必要があり、信号の取り出しは電力会社への申請が必要で

す。 

・親機の裏側にはマグネットが付いていてそのままキュービクルの扉などに取付けられます。 

・子機は木ネジで固定するか付属スタンドに立てかけてください。 

・通信する上で必要なため子機のアースは必ず接続してください。 

・通信異常が発生した場合は正常に通信が出来ていません。別紙の通信異常についてをご参照くださ

い。 

 

親機側 

①１００Ｖ投入 

②サービスパルス接続（電力会社への申請が必要） 

③Ｂ種接地に搬送波注入トランス 

④目標kWとCTヒを設定（※CTヒ・・・電力量計の□□/5Aの表示） 

子機側 

①１００Ｖ投入 

②アース接続 

③アラーム音量、画面の明るさの設定等 

親機 子機 

使用する端子台・・ 

親機 

子機 
 

※パルス検出CT用コネクタは

内部基板上にあります。 
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デマンド監視の使い方

「通信異常」について・・・ 

 親機と子機は通信していますが、何らかの原因で通信に異常が発生すると子機が「通信異常」の警報

を出してお知らせします。 

① 

② 
①２Ａ以上の漏電 

 搬送波注入トランスがついたＢ種に２Ａ以上の漏電が流れていると親機の保護回路が働き通信が

停止します。 
 

②Ｄ種接地の接触 

 通信はＢ種→コンセント→子機→Ｄ種→Ｂ種の経路で行うため、その経路に問題があるとうまくいき

ません。近くの分電盤のアースなど違うアースを試してください。 
 

③搬送波注入トランスの取付位置の間違い 

 搬送波注入トランスはB種接地線に取付けますが、子機が繋がったコンセントと同じ電灯トランス

のB種に取付ける必要があります。 
 

原因は②のD種接地の場合が多いです。復旧しない場合は下記もご確認ください。 
 

親機 子機 

③ 
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デマンド監視の使い方

どうしても「通信異常」が復旧しない場合・・・ 

 通信異常が復旧しない場合は子機まで配線を延ばす通信方法を試してください。搬送波注入トランスに

線を通してその両端を子機に繋ぐやり方で、詳しくは下図参照。尚、配線が正常に繋がると通信異常は自

動で復旧します。 

  

親機 子機 

②搬送波注入トランスに線を 

貫通させて子機まで引っ張ります。  

線材は何でも構いません。 

②端子台への接続 

・０Ｖとアース端子に接続します。 

・１００Ｖの端子には接続しないでください 

・外線のアースは外してください。 

・FG、LGのバーは外さないでください。 

・接続する向きはどちらでもＯＫです 

①搬送波注入トランスは 

埃や水がかからない所に置いてください。 

B種に付ける必要はありません。 

③両端を子機に接続します 

①端子台は装置の中にあります。フロン

トパネルを外してください。 

◆全体図 

◆子機への接続の仕方 


